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測 した粒径分布と，い くつ か仮定 した複素屈折率を与えて、Mie

散乱理論か ら体積吸収係数を計算 し，ヘ ッ ドオ ン ホ トマ ル 測定

による体積吸収係 数 と一致す る体積吸収係数 を与え る複素屈折

率を決定 す る．複素屈折率 は m 　
” ＝

　MR ＋ iml （mR ： 実数部，

ml ：虚数部〉で 表わ されるが ， 吸収には虚数部が寄与するの

で，今回は虚数部の み を変化 させ て計算を行 っ た，ヘ ッ ドオ ン

ホ トマ ル 測定で は ， 粒子に よる吸収と後方散乱 ，の 二 つ の 効果

の和が吸収率と して測定され るが ， 今回は ， 後方散乱 は前方散

乱に比ぺ 非常 に小 さ い と仮定 して 考慮 して い ない．本研究で は，

フ ィ ル ター上 に重な り合わない で 捕集 された粒子の 吸収率 と体

積吸 収係数 を仮定 して い るの で，その 点 に注意 して 捕集 した．

p m 　図 1 に
“

フ ィ ル ター上 に重 な り合わない で捕

集された 粒子
”

に最 も近い 状態で 捕集 した 関東 ロ
ームの粒径分

布を示す．ピークは O．3 μ mlc なる．図 2 に ，その 粒径分布を

使 っ て求め た 関東 ロ ーム の 複素屈折率の 虚数部の値 を太線で示

す．波長 0．5μ 皿 での 虚数部の 値 は，0．002〜0．003 の 間にな

り， 波長別に見 ると波長依存牲があ る こ とがわか る．図 1 の

サ ンプル の 他に ， 重な り合 っ て捕集 した粒径分布か らの虚数部

を実線で ，光学顕微鏡で測定 した粒径分布を使 っ て求め た虚数

部の 値を点線で示す．粒子 が重な り合 っ た場合 ， 計算では吸収

を過大に評価する こ とが考え られ ， 光学顕微鏡で は，2μ m 以

下の 粒子を正確 に 測定で きない ため，その 影響で 吸収を過大に

評価 して い ると考えられ る．図 3 に，ア リ ゾナ ロ ー ドダス ト

の虚数部の値を実線で示す．ア リゾナダス トは，粒子が重なり

合 っ て 捕集されて い たため，虚数部の 値はかなり大きくな っ た．

　今後，よ り正 確な値を求め るために，粒子の 重な りをな くし，

さらに，複素屈折率の実数部 ， 後方散乱の 影響を考慮 に入れた

測定 ，計算を行 っ て い く予定で ある．

1．は じめ に　沿岸海域での汚濁対策を行 うため には，汚濁状 況を定量的 に評価する こ とが必要で あ

り，広範囲にわ たる観 測が可能な人工衛星に よる海色 （海域の汚濁状況 を示す）の リモ ー トセ ン シ ン

グが期待されてい る．そ の 際 t 途中の 大気空 間で空気分子 と大気エ ア ロ ゾル 粒子の 散乱 に よる寄与を

受ける．本研究で は特 に，海色探査において 寄与の大 きい土壌粒子に着 目し，そ の複素屈折率を決定

する こ とを目的とする．

2．方法 （1）吸収率及 び粒径分布の 実測　土壌粒 子を発塵装置で 発生 させ，それを フ ィ ル タ
ー

上 に

捕集 した ．フ ィ ル ターとして は 47m 皿 Φの ニ ュ
ーク リポア フ ィ ル ターを用い ，土壌試料 として，関

東m 一ム
， ア リゾナ ロ ー ドダス ト， 及び ， 阿蘇火 山灰黒 ボク土を用い た．捕集済 みフ ィ ル ターを半分

に 分 割し，ヘ ッ ドオ ンホ トマ ル装置 に装着 して 0．3 〜 0．7 μ m の 波長 域で の 吸収率を測定 した．残 り

の フ ィ ル ターは ，電子顕微鏡 を用いて 粒径分布 を測定 した。

（2）複素屈折率の決定　ヘ ッ ドオ ン ホ トマ ル測定の 吸収率か ら体積吸収係数を算 出す る．次 に，実
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